






インスリン依存性糖尿病(IDDM)の治療管理は従来,1日1回の中間型インスリン注射と食事

療法により,主として尿糖検査を指標として行われてきた。しかし,この治療法による長期

予後は腎合併症・眼合併症が壮年期以前からみられ,決して良くないことが明らかにされて

きた。そこで,近年,1 日頻回注射法や CSIIが一部では導入されている。頻回注射法は日常

生活の上で難しく,CSH も小児期ではまだ問題がある。そこでこの中間をいく,1 日 2～3 回

の分割注射法が試みられている。当科でも,1 回法で良好なコントロールの得られない症例

に 1日 2回注射法を導入し,自己血糖測定,グリコヘモグロビン(HbA1)値を指標としてコン

トロールの改善を目指している。以下,我々の IDDM 管理の実情を報告する。 


